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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期
第３四半期
累計期間

第47期
第３四半期
累計期間

第46期
第３四半期
会計期間

第47期
第３四半期
会計期間

第46期

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成22年
６月30日

自平成22年
10月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（千円） 14,722,47515,766,4095,155,4045,021,09319,698,482

経常利益（千円） 2,491,5292,594,423876,947 907,6143,243,439

四半期（当期）純利益（千円） 1,485,9831,603,163514,871 563,2341,944,071

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 1,616,9501,616,9501,616,950

発行済株式総数（株） － － 12,870,00012,870,00012,870,000

純資産額（千円） － － 17,377,75919,002,71417,833,323

総資産額（千円） － － 23,365,18826,861,49324,723,959

１株当たり純資産額（円） － － 1,350.251,476.511,385.65

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
115.46 124.57 40.01 43.76 151.05

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 13.00 17.00 － － 30.00

自己資本比率（％） － － 74.4 70.7 72.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,404,1831,131,338 － － 2,168,237

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△616,676△1,668,388 － － △1,404,419

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△332,432 965,391 － － △334,338

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,123,2693,526,0153,097,674

従業員数（人） － － 502 542 501

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　４．潜在株式調整後の１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

 

３【関係会社の状況】

当社には関係会社がありませんので、該当事項はありません。

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 542 

　（注）１．従業員数は就業人員であり、有期契約社員20名、嘱託15名を含んでおります。

２．従業員数は、他社から当社への出向者を含んでおります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

薬　　効
　　当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

前年同四半期比（％）

診断用薬（千円） 2,129,100 98.7

ホルモン剤（千円） 1,387,443 134.5

循環器官用薬（千円） 311,368 139.2

抗生物質及び化学療法剤（千円） 271,826 151.3

泌尿・生殖器官系用薬（千円） 168,736 170.8

外皮用薬（千円） 93,251 167.8

その他（千円） 426,919 101.5

合　　計（千円） 4,788,647 114.9

　（注）１．当社は、医薬品事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないため、薬効分類別生産実績を

記載しております。　

　　　　２．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

当第３四半期会計期間における商品仕入実績は、次のとおりであります。

薬　　効
　　当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

前年同四半期比（％）

ホルモン剤（千円） 208,765 105.6

体外診断用医薬品（千円） 107,088 117.8

その他（千円） 31,168 99.9

合　　計（千円） 347,021 108.5

　（注）１．当社は、医薬品事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないため、薬効分類別生産実績を

記載しております。

　　　　２．金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(3）受注状況

当社は、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4）販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

薬　　効
　　当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

前年同四半期比（％）

製　品   

診断用薬（千円） 1,876,160 82.0

ホルモン剤（千円） 1,081,521 103.6

循環器官用薬（千円） 311,828 106.7

抗生物質及び化学療法剤（千円） 189,550 106.1

泌尿・生殖器官系用薬（千円） 106,921 101.1

外皮用薬（千円） 72,613 96.7

その他（千円） 633,997 111.3

小　　計（千円） 4,272,593 93.8

商　品   

ホルモン剤（千円） 522,564 127.6

体外診断用医薬品（千円） 180,745 123.9

抗生物質及び化学療法剤（千円） 1,716 82.7

外皮用薬（千円） 820 90.6

その他（千円） 42,652 99.3

小　　計（千円） 748,500 124.5

合　　計（千円） 5,021,093 97.4

　（注）１．当社は、医薬品事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないため、薬効分類別販売実績を

記載しております。　

２．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。　

３．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実

績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

コニカミノルタエムジー株式会社 1,455,876 28.2 1,083,189 21.6

株式会社スズケン 671,407 13.0 628,623 12.5

アルフレッサ株式会社 520,978 10.1 558,722 11.1

株式会社メディセオ 473,792 9.2 535,094 10.7

４．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、新興国の旺盛な需要により輸出企業を中心に企業収益の改善傾向が

見られましたが、本年３月11日に発生した東日本大震災により、わが国の社会活動及び経済活動は甚大な影響を受け

ました。震災からの復旧作業が徐々に進む一方、東京電力福島第１原子力発電所の事故は収束の目途が立たないうえ、

この夏は全国的に電力不足の影響が懸念され、先行きが不透明な状況が続いております。

医療用医薬品業界におきましては、引き続きジェネリック医薬品の使用促進が進もうとしておりますが、国内新薬

メーカーや海外大手ジェネリックメーカー等によるジェネリック医薬品市場への参入が活発化するなど、企業間競争

は益々厳しくなっております。

このような状況のもと、当社は、昨年２月に持田製薬株式会社と遺伝子組み換えヒト顆粒球コロニー刺激因子（Ｇ－

ＣＳＦ）製剤の共同開発契約を締結し、現在臨床第Ⅱ/Ⅲ相試験を実施しております。また、昨年３月に建設を開始し

た新注射剤工場の建設はほぼ完了し、当初計画より早い８月から実生産を開始する予定です。

また、昨年12月に新薬「ルナベル配合錠」に「機能性月経困難症」の効能が追加されたことにより、当社は、今後一

層、月経痛に悩むより多くの女性のＱＯＬ（Quality of Life：生活の質）の向上に貢献できるものと考えておりま

す。　

営業面におきましては、重点領域である産婦人科領域において、新薬「ルナベル配合錠」（子宮内膜症に伴う月経困

難症・機能性月経困難症治療薬）の販売を強化するとともに、不妊症治療薬等の主力製品のシェア拡大を図り、全国

のＤＰＣ（入院医療包括評価）対象病院に向けては、新規開拓・取引拡大のための営業活動を積極的に展開してまい

りました。

また、当社は平成23年７月11日付で東京証券取引所市場第二部へ上場いたしました。今後も企業信用力の更なる向上

と社内体制の充実に努めてまいります。

以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は5,021百万円（前年同期比2.6％減）となり、営業利益は904百万円

（同3.6％増）、経常利益は907百万円（同3.5％増）、四半期純利益は563百万円（同9.4％増）となりました。

(2)　資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期会計期間末における総資産額は26,861百万円となり、前事業年度末に比べ2,137百万円増加、純資産

は19,002百万円と前事業年度末に比べ1,169百万円増加となり、自己資本比率は70.7％となりました。

資産の部においては、流動資産について、現預金や棚卸資産が増加したこと等により1,046百万円の増加、固定資

産については、主に第５製剤棟の建物の増加等により1,091百万円増加しております。

負債の部においては、流動負債について、仕入債務の減少等があった一方、１年内返済予定の長期借入金の増加が

あったこと等により928百万円増加しております。固定負債については、退職給付引当金の増加等により39百万円増

加しております。

純資産の部においては、利益剰余金について配当金の支払いがあったものの四半期純利益の計上等により1,169

百万円増加しております。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は3,526百万円（前年同期比402百万円

の増加）となりました。

当第３四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益899百万円に、法人税等の支払額540百万円、たな卸資産の増加額336百万円、未払金の減少額

252百万円があった一方、未払費用の増加額313百万円、減価償却費256百万円、売上債権の減少額247百万円などを加

えることにより、営業活動で得られた資金は681百万円（前年同期は8百万円の使用）となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出119百万円があった一方、差入保証金の回収330百万円があったことにより投資活

動により得られた資金は142百万円（前年同期は88百万円の使用）となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払いにより、財務活動により使用した資金は216百万円（前年同期は165百万円の使用）となりまし

た。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

(5)　研究開発活動

当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、285百万円であります。なお、当第３四半期会計期間にお

いて、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において投資計画の一部が完了したことにより、主要な設備に重要な異動があったものは

以下の通りであります。

平成23年６月30日現在　

事業所名

（所在地）　
設備の内容　

帳簿価額（千円）

従業員数（人）建物及び

構築物　
機械及び装置 合計

富山工場

（富山県富山市）　

注射剤製造棟

（第５製剤棟）　
　1,736,359 　92,054 　1,828,413 －

　

(2）設備の新設、除却等の計画

①前四半期会計期間末に計画中であった、富山工場の注射剤製造棟（第５製剤棟）につきましては、平成23年６

月に主に建物部分の工事が完了し、当初予定（平成23年11月）より早い平成23年８月から実生産を開始する見込み

です。これに伴い、同工場における生産能力は30％増加する見込みであります。当該設備の状況は、「（1）主要な設

備の状況」に記載の通りであります。

　

②当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,220,000

計 28,220,000

②【発行済株式】

種　類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成23年６月30日)

提出日現在
　発行数（株）

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内　容

普通株式 12,870,000 14,120,000

東京証券取引所　

(市場第二部)

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 100株

計 12,870,000 14,120,000 － －

（注）平成23年７月11日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第二部に上場しております。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 12,870,000 － 1,616,950 － 2,226,020

（注）１．平成23年７月８日を払込期日とする一般募集による増資により、発行済株式総数が1,100,000株、資本金及び資

本準備金がそれぞれ730,812千円増加しております。

　　　２．平成23年７月28日を払込期日とする第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増

資（割当先：野村證券株式会社））による増資により、発行済株式総数が150,000株、資本金及び資本準備金が

それぞれ99,656千円増加しております。

　

（６）【大株主の状況】

  当第３四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付等がなく、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　なお、フィデリティ投信株式会社から平成21年２月19日付で株券等の大量保有状況に関する「変更報告書」

の提出があり、平成21年２月13日現在で308,700株（所有株式割合2.40%）を保有している旨の報告を受けてお

りますが、当社として当第３四半期会計期間末時点における所有株式数の確認ができておりません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

　①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   12,869,000 128,690 －

単元未満株式 普通株式        1,000 － 　　　　　－

発行済株式総数 12,870,000 － －

総株主の議決権 － 128,690 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式10株を含んでおります。

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　　　　　－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 1,600 1,548 1,620 1,640 1,653 1,647 1,529 1,574 1,524

最低（円） 1,422 1,440 1,466 1,541 1,561 1,120 1,391 1,451 1,402

　（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、　

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年10月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年10月１日から平成23年６月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

22年10月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期

レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,020,841 2,592,763

受取手形及び売掛金 8,062,408 7,686,941

有価証券 505,174 504,910

商品及び製品 1,968,002 1,728,477

仕掛品 1,190,730 810,705

原材料及び貯蔵品 2,104,436 2,336,230

その他 786,322 931,321

貸倒引当金 △2,676 △2,557

流動資産合計 17,635,240 16,588,793

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 4,256,243

※
 2,665,525

その他（純額） ※
 3,127,115

※
 3,235,788

有形固定資産合計 7,383,358 5,901,313

無形固定資産 1,103,100 1,141,459

投資その他の資産

その他 747,468 1,100,067

貸倒引当金 △7,673 △7,673

投資その他の資産合計 739,794 1,092,394

固定資産合計 9,226,253 8,135,166

資産合計 26,861,493 24,723,959

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,241,810 3,330,934

短期借入金 100,000 －

1年内返済予定の長期借入金 1,300,000 －

未払法人税等 298,434 804,082

賞与引当金 577,869 808,722

役員賞与引当金 21,900 29,900

返品調整引当金 12,012 10,899

その他 1,434,776 1,073,529

流動負債合計 6,986,804 6,058,069

固定負債

退職給付引当金 609,527 555,375

その他 262,447 277,191

固定負債合計 871,975 832,567

負債合計 7,858,779 6,890,636
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,616,950 1,616,950

資本剰余金 2,841,587 2,841,587

利益剰余金 14,543,417 13,377,833

自己株式 △7 △7

株主資本合計 19,001,947 17,836,363

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 767 △3,039

評価・換算差額等合計 767 △3,039

純資産合計 19,002,714 17,833,323

負債純資産合計 26,861,493 24,723,959
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 14,722,475 15,766,409

売上原価 7,988,848 8,264,610

売上総利益 6,733,627 7,501,799

販売費及び一般管理費 ※
 4,250,167

※
 4,912,652

営業利益 2,483,459 2,589,146

営業外収益

受取利息 1,964 1,249

受取配当金 402 425

受取手数料 2,610 1,428

その他 6,669 10,268

営業外収益合計 11,646 13,372

営業外費用

支払利息 145 3,798

売上割引 2,762 2,703

減価償却費 233 989

その他 434 604

営業外費用合計 3,576 8,095

経常利益 2,491,529 2,594,423

特別利益

共同開発費用分担金 40,322 －

特別利益合計 40,322 －

特別損失

固定資産売却損 － 108

固定資産除却損 66,040 12,837

投資有価証券評価損 11,012 11,559

災害による損失 － 3,313

本社移転費用 － 5,439

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,120

特別損失合計 77,053 34,378

税引前四半期純利益 2,454,798 2,560,044

法人税、住民税及び事業税 888,535 830,933

法人税等調整額 80,279 125,948

法人税等合計 968,814 956,881

四半期純利益 1,485,983 1,603,163
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 5,155,404 5,021,093

売上原価 2,863,289 2,520,738

売上総利益 2,292,115 2,500,355

販売費及び一般管理費 ※
 1,419,373

※
 1,595,873

営業利益 872,741 904,481

営業外収益

受取利息 415 406

受取配当金 255 278

業務受託料 － 1,646

生命保険配当金 2,092 2,479

その他 2,472 1,899

営業外収益合計 5,236 6,711

営業外費用

支払利息 47 1,510

売上割引 843 943

減価償却費 117 798

その他 22 326

営業外費用合計 1,030 3,578

経常利益 876,947 907,614

特別利益

その他 － 82

特別利益合計 － 82

特別損失

災害による損失 － 3,313

固定資産除却損 1,845 4,780

投資有価証券評価損 11,012 211

特別損失合計 12,858 8,304

税引前四半期純利益 864,089 899,391

法人税、住民税及び事業税 361,168 333,123

法人税等調整額 △11,950 3,033

法人税等合計 349,218 336,157

四半期純利益 514,871 563,234
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,454,798 2,560,044

減価償却費 758,882 710,628

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,237 54,152

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 118

賞与引当金の増減額（△は減少） △100,930 △230,852

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 8,900 △8,000

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3,129 1,112

受取利息及び受取配当金 △2,366 △1,675

固定資産売却損益（△は益） － 108

固定資産除却損 66,040 12,837

投資有価証券評価損益（△は益） 11,012 11,559

災害損失 － 3,313

本社移転費用 － 5,439

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,120

売上債権の増減額（△は増加） △46,779 △375,466

たな卸資産の増減額（△は増加） △444,666 △387,756

前渡金の増減額（△は増加） 18,242 △25,089

未収入金の増減額（△は増加） 9,757 50,093

前払費用の増減額（△は増加） △5,457 △45,509

長期前払費用の増減額（△は増加） 92,832 74,228

仕入債務の増減額（△は減少） △514,489 △89,124

未払金の増減額（△は減少） △2,335 △37,228

長期未払金の増減額（△は減少） △4,135 △12,626

未払費用の増減額（△は減少） 285,851 304,121

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,229 △114,849

その他 △11,908 7,624

小計 2,613,599 2,468,325

利息及び配当金の受取額 2,323 1,375

利息の支払額 △2,731 △6,684

災害損失の支払額 － △3,149

本社移転費用の支払額 － △3,429

法人税等の支払額 △1,209,008 △1,325,098

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,404,183 1,131,338

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △802,630 △1,797,723

有形固定資産の除却による支出 △21,380 －

無形固定資産の取得による支出 △111,381 △199,480

差入保証金の回収による収入 20,000 330,000

その他 △1,284 △1,184

投資活動によるキャッシュ・フロー △616,676 △1,668,388
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 100,000

長期借入れによる収入 － 1,300,000

配当金の支払額 △332,432 △434,608

財務活動によるキャッシュ・フロー △332,432 965,391

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 455,074 428,341

現金及び現金同等物の期首残高 2,668,194 3,097,674

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,123,269

※
 3,526,015
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

　会計処理基準に関する事

項の変更　

　

　

　

　

　資産除去債務に関する会計基準等の適用 

　　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより営業利益及び経常利益が653千円減少し、税引前四半期純利益が1,773千円減

少しております。　

【表示方法の変更】

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（四半期損益計算書）

　前第３四半期会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「業務受託料」は、営業外

収益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期会計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３四半期

会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「業務受託料」は25千円であります。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用し

て貸倒見積高を算定しております。

２．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第

２四半期会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する

方法によっております。また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の

低下が明らかなものについてのみ、正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う

方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算出する方法によっております。　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 5,808,791千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 5,395,311千円

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与賞与 1,034,012千円

賞与引当金繰入額 347,363千円

退職給付引当金繰入額 29,730千円

役員賞与引当金繰入額 23,000千円

給与賞与 1,097,871千円

研究開発費 1,053,974千円

賞与引当金繰入額 358,969千円

退職給付引当金繰入額 40,624千円

役員賞与引当金繰入額 21,900千円

前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与賞与 297,879千円

賞与引当金繰入額 181,652千円

退職給付引当金繰入額 10,513千円

役員賞与引当金繰入額 7,300千円

給与賞与 316,192千円

賞与引当金繰入額 184,725千円

退職給付引当金繰入額 14,313千円

役員賞与引当金繰入額 6,800千円
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　（平成22年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　（平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,618,452千円

有価証券 504,817千円

現金及び現金同等物 3,123,269千円

　

現金及び預金勘定 3,020,841千円

有価証券 505,174千円

現金及び現金同等物 3,526,015千円

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年６月30日）及び当第３四半期累計期間（自平成22年10月１日　至平成23年６

月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　12,870,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　10株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月20日

定時株主総会
普通株式 218,789 17平成22年９月30日平成22年12月21日利益剰余金

平成23年4月28日

取締役会　
普通株式　 218,789 17平成23年３月31日　平成23年６月１日　利益剰余金　

（金融商品関係）

　当第３四半期会計期間末 

１年内返済予定の長期借入金が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

　科目
　四半期貸借対照表計上額

（千円）　
　時価（千円） 　差額（千円）

　１年内返済予定の長期借入金 1,300,000 1,299,942 △57

（注）金融商品の時価の算定方法

１年内返済予定の長期借入金

　　　１年内返済予定の長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定さ

れる利率で割り引いた現在価値により算定しております。　
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（有価証券関係）

　当社の所有する有価証券は、事業の運営において重要なものではありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

　

（資産除去債務関係）

当該資産除去債務が当社の事業の運営において重要なものとなっていないため、記載しておりません。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、医薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（追加情報）

　第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。　

　

　

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 1,476.51円 １株当たり純資産額 1,385.65円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 115.46円 １株当たり四半期純利益金額 124.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 1,485,983 1,603,163

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,485,983 1,603,163

期中平均株式数（株） 12,869,990 12,869,990

前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 40.01円 １株当たり四半期純利益金額 43.76円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

四半期純利益（千円） 514,871 563,234

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 514,871 563,234

期中平均株式数（株） 12,869,990 12,869,990
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（重要な後発事象）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（新株式の発行）　

平成23年６月21日開催の取締役会において、公募による新株式発行及びオーバーアロットメントによる当社株式

の売出しに関する第三者割当による新株式発行を決議し、以下のとおり払込みが完了しております。 

　

１．公募による新株式発行（一般募集）

　　発行した株式の種類及び数　　　　　　　　　普通株式　　　　　　　　　1,100,000株

　　発行価格　　　　　　　　　　　　　　　　　１株につき　　　　　　　　　　1,401円

　　発行価格の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,541,100,000円

　　発行価額　　　　　　　　　　　　　　　　　１株につき　　　　　　　　 1,328.75円

　　発行価額の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,461,625,000円

　　資本組入額の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　730,812,500円

　　払込期日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成23年７月８日

　

２．第三者割当による新株式発行（オーバーアロットメントによる売出しに関連して行う第三者割当増資）　

　　発行した株式の種類及び数　　　　　　　　　普通株式　　　　　　　　　　150,000株

　　払込金額　　　　　　　　　　　　　　　　　１株につき 　　　　　　　　1,328.75円

　　払込金額の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　199,312,500円

　　割当先及び割当株式数　　　　　　　 　　　 野村證券株式会社　　　　　　150,000株　

　　資本組入額の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　99,656,250円

　　払込期日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成23年７月28日

　

３．資金の使途

　新注射剤工場（富山工場第５製剤棟）の設備投資資金に充当し、残額については、当該工場への設備投資資金に

充当することを目的として金融機関より調達した、借入金の返済資金に充当する予定です。

　

（重要な設備投資）

　当社は平成23年７月29日開催の取締役会において、以下の設備投資を行うことを決議いたしました。

　

１．目的

　既存工場からの生産設備の移設による製品の品質保証の向上とスケールアップによる生産効率向上のため。

　

２．設備投資の内容　

（１）所在地：富山県富山市

（２）設備内容：富山工場第５製剤棟第Ⅱ期工事

（３）投資予定金額：3,210,000千円

　

３．設備の導入時期

（１）着手日：平成24年３月

（２）完了予定日：平成25年４月

　

４．資金調達方法

　自己資金等

　

５．営業・生産活動に及ぼす影響

　当該設備投資を実施した場合、注射剤の生産能力が約15％増加する見込みです。　　

　

（リース取引関係）

　当第３四半期会計期間において、重要な異動はありません。
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２【その他】

　平成23年４月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）中間配当による配当金の総額……………………218,789千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………17円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年６月１日

（注） 平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月12日

富士製薬工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 舛川　博昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 村上　正俊　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士製薬工業株式会

社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第46期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、富士製薬工業株式会社の平成22年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

富士製薬工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 舛川　博昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 尾関　　純　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 村上　正俊　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士製薬工業株式会

社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの第47期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年10月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、富士製薬工業株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報　

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成23年６月21日開催の取締役会において、公募による新株発行及

びオーバーアロットメントによる株式の売出しに関する第三者割当による新株式発行を決議し、それぞれ平成23年

７月８日及び平成23年７月28日にその払込みが完了している。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成23年７月29日開催の取締役会において、重要な設備投資計画を

決議している。

　

会社と当監査法人又は業務執行役員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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